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「都市計画の概要」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都資料 

都市計画の概要 

・名称：東京都市計画道路 幹線街路 

外郭環状線の２ 

・区間：〔起点〕世田谷区北烏山五丁目（東八道路）

    〔終点〕練馬区東大泉二丁目 （目白通り）

・延長：約９ｋｍ  

・構造：地表式 

・車線：規定なし 

・幅員：４０ｍ（標準） 
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「これまでの主な経緯」 
 

昭和41年７月 「外環」および「外環の２」を都市計画決定 

「外環」とともに「外環の２」を、都内の都市計画道路ネットワー

クの一部として、「外環」と同じ位置に都市計画決定 

 

平成13年４月 国と都が「東京外かく環状道路（関越道～東名高速）の計画のたたき

台」を公表 

「外環」について地下構造のイメージを提示 

 

平成15年３月 国と都が「東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）に関する方針」

を公表 

「外環」について大深度地下の活用などの方針を公表 

 

平成16年６月 区が「外環に関する今後の取り組み方針（案）」を発表 

区西部地域における南北方向の都市計画道路ネットワークの充実を

図るとともに、生活道路への通過交通の排除や延焼遮断帯を確保す

るためにも、「外環」の地上部には都市計画道路の設置が必要であり、

地域の主要な生活道路としての機能を重視した２車線（片側１車線）

と広幅員の歩道を確保した道路の整備について都に要請していくと

した 
 

平成16年８月 区が「東京外かく環状道路に関するアンケート調査結果」を発表 

この中で、「外環」の地上部に２車線と広い歩道のある道路を整備

することについて、区民の意向を把握 

区全域では、賛成 約67％、反対 約14％ 

沿線地域では、賛成 約61％、反対 約21％ 

 

平成17年１月 都が「外環の地上部街路について」を公表 

①現在の都市計画の区域を活用して道路と緑地を整備、②都市計画

の区域を縮小して車道と歩道を整備、③代替機能を確保して「外環

の２」の都市計画を廃止の３つの考え方を提示 

 

平成18年10月 沿線６区市が国および都へ「外環計画における諸課題の解決について

（要望）」を提出 

「外環の２」については、基本的な考え方、都市計画変更までの地

元との協議・検討のプロセス、おおよその時期、検討に必要な基本

的データの提示を要望 

 

平成18年11月 国と都が「外環計画における諸課題の解決について（回答）」を沿線

６区市へ提出 

同年10月の沿線区市の要望に対して、必要性の検証を行う旨を公表 
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平成19年１月 区が都へ「『外環』の都市計画変更案に対する意見」を提出 

「外環の２」については、「外環」の整理に引き続き、都市計画決

定権者である都の責任において、適切かつ十分な検討を行うことと、

その際、都市計画制限に対して一定の結論を出し、区民および区の

意見を尊重した上で方向性を定めることを意見 

 

平成19年４月 「外環」の都市計画変更 

「外環」を高架方式から地下方式に都市計画変更 

 

平成20年３月 都が「外環の地上部街路について（検討の進め方）」を公表 

環境、防災、交通、暮らしの４つの視点で、「外環の２」の必要性

やあり方などについて、広く意見を聴きながら検討を進め、都市計

画に関する都の方針をとりまとめていくとした 

 

平成21年３月 区が国と都へ「『東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）対応の

方針（素案）』に係る要望」を提出 

「外環の２」については、区内の南北交通に資する都市計画道路で

あるとともに、快適な都市環境の創出や延焼遮断帯の形成など環境

面、防災面などの観点からも重要な都市計画道路であると考えてお

り、都市計画決定権者である都は、路線としての必要性を検証した

上で、住民への説明を適切かつ十分に行うことを要望 

 

平成21年４月 国と都が「『対応の方針（素案）』に係る練馬区の要望事項への回答」

を提示し、「対応の方針」を公表 

「外環の２」については、話し合いの場を新たに設け、地元との話

し合いを行っていくことと、その準備を進め、早期に話し合いが実

現できるよう努めていくとした 

 

平成22年６月 都が「練馬区における外環の地上部街路に関する話し合いの会」を開

催（～平成23年８月） 

「外環の２」の必要性やあり方などについて、地域住民の意見を聴

くため、公募による地域住民、沿線町会・商店会等、国、都、区で

構成する話し合いの会を６回にわたり開催 

 

平成23年11月 都が「練馬区における外環の地上部街路に関する広く意見を聴く会」

を開催 

先の話し合いの会とは別に、その構成員以外の地域住民から意見を

聴くための手段として、広く意見を聴く会を３回開催 
 

 

 

出典：練馬区作成資料 
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「区西部地域における都市計画道路の整備状況」 

（平成 23年 3月 31 日現在） 

 

出典：練馬区作成資料 
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「二酸化炭素（CO ）排出量の削減」 

 

出典：東京都資料 
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「窒素酸化物(NOx)、浮遊粒子状物質(SPM)の削減」 

 

出典：東京都資料
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「身近な緑地空間の新たな創出」 

 

出典：「みどり 30 推進計画 概要版（平成 18 年 12 月練馬区）」 
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●施策の内容 

301 道路や河川などの連続するみどりを地域みんなで愛し育みます。 

地域による樹木や花の管理などを推進し、地域に愛される道路や河川のみどりを目

指していきます。 

 

302 みどりいっぱいの風格のある道路をつくります。 

新たに計画する道路について、可能な限り緑化を図るとともに、高木を配置する場

合には、沿道利用および道路構造に配慮した上で、樹冠の広い樹種の採用を検討しま

す。 

四季折々の花を楽しめる道路を増やしていきます。 

都道、国道の整備においては、みどり30 の趣旨の理解を求め、計画に沿った緑化

が図られるよう都・国との協力体制を構築していきます。 

 

303 緑化されていない道路を緑化します。 

（１）歩道の有効幅員に配慮し、道路構造の点から問題がない箇所について、ガード

パイプトレリスを採用して緑化を推進します。 

（２）緑化が充分でない道路については、充実を図ります。 

（３）高木の植替え等の際には、沿道利用および道路構造に配慮した上で、樹冠の広

い樹種の採用を検討します。 

 

304 河川を緑化し風の道をつくります。 

（１）河川改修により設置される河川管理通路について、積極的に緑化を図り、四季

の花に彩られた通路とします。 

（２）護岸の緑化についての様々な緑化手法の試行や多自然型河床の採用により、魚

が棲める川を目指し、都の河川事業と連携して課題の解決を図りながら本格実

施に向けていきます。 

 

305 鉄道の高架等の新しい緑化について検討します。 

（１）鉄道の高架等、これまでは困難とされていた対象についての緑化を関係者とと

もに検討することとします。 

（２）通路を土舗装としておくことや交通上、安全上支障とならない宅地からのびた

枝葉を道路のみどりとして容認するなどの発想の転換を図っていきます。 

 

 

出典：「みどり 30 推進計画（平成 18 年 12 月練馬区）」 
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出典：東京都資料 
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出典：東京都資料 
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出典：東京都資料 
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「街路樹の形成や電線類の地中化による景観の向上」 

 

出典：東京都資料
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「延焼遮断帯の形成」 

 

 

出典：東京都資料 

外
環
の
２
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防災生活圏と延焼遮断帯のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都資料 
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「救急活動への寄与」 

 

 

出典：東京都資料 
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出典：東京都資料 
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「周辺道路の交通状況の改善」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都資料 

平成32年交通量推計（地上部街路）万台/日

三3・2・3
（東八道路）

放7
（目白通り）

補156
（大泉街道）

補76
（新青梅街道）

武3・4・3
（井の頭通り）

武3・4・10
（五日市街道）

補228
（女子大通り）

放6
（青梅街道）

補229
（千川通り）

1.0～1.2

1.1～1.8

1.8

1.2

1.4～1.5

1.7

1.6

1.4～1.7

井草通り

大泉学園通り 

青梅街道 

23.3 23.5 23.4

5
10
15
20
25
30
35
40

現況 H32整備なし H32整備あり

③青梅街道（ｋｍ/ｈ）

0

14.5

34.8 37.6

5
10
15
20
25
30
35
40

現況 H32整備なし H32整備あり

②井草通り（ｋｍ/ｈ）

0

14.5

20.6
26.6

5
10
15
20
25
30
35
40

現況 H32整備なし H32整備あり

①大泉学園通り（ｋｍ/ｈ）

0
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出典：東京都資料 
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「生活道路に流入する通過交通の減少」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都資料 

地上部街路周辺の生活道路のピーク時交通量（平成 32年度地上部街路整備有り、無し）の比較▲ 

朝ピーク（7 時～8 時）の交通

量のシミュレーションでは、石

神井中学校北側では５０％減

（地上部街路整備なしで 293

台に対して整備されると 146

台）、上石神井小付近では７８％

減（地上部街路整備なしで120

台に対して整備されると 26

台）、と大きな交通量の減少が図

られます。 

生活道路に流入する通過交通の減少 

地上部街路が整備された場合、生活道路に流入している通過交通等が地上部街路等に転換す

ることにより、生活道路の交通量減少が図られ、安全性の向上等が期待できます。 
効果 

 

293 
146 

H32

外環地上部

無し

H32

外環地上部

あり

台/時

269 
123 

H32

外環地上部

無し

H32

外環地上部

あり

台/時

東大泉二郵便局付近

54％減少

109 115 

H32

外環地上部

無し

H32

外環地上部

あり

台/時

120 
26 

H32

外環地上部

無し

H32

外環地上部

あり

台/時

267 

156 

H32

外環地上部

無し

H32

外環地上部

あり

台/時

上石神井小付近 

78％減少 

42％減少

白ふじ幼稚園付近

6％増加 

庚申塚交差点付近 石神井中学校北側

50％減少

目
白
通
り 

大泉学園通り 

大
泉
街
道 

西
武
池
袋
線

富士街道

西
武
新
宿
線 

新
青
梅
街
道 

青
梅
街
道 

三原台中学校

石神井中学校

上石神井北小学校 

石神井台 

小学校 

上石神井 
中学校 

上石神井 
小学校 
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「新たな公共交通の導入の可能性」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通空白地帯の分布状況 

《平成 20年 3月現在》 

 

 

 

 

 

出典：「練馬区都市交通マスタープラン」（平成 20年 3 月 練馬区） 

公共交通空白地域 

〔駅から 800m 以上、 

バス停（30分に１便以上）から 300m 以上〕

外環の２ 
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「大気汚染への影響」 

 

 

 

出典：東京都資料 
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出典：東京都資料 
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練馬区区勢概要（平成２２年版（Ｈ２１年度データ））より作成 

 

出典：東京都資料 

観測局名称

観測局の位置

凡　　　　　例

練馬区石神井台

大泉中学校
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出典：東京都資料 
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「騒音への影響」 

 

出典：東京都資料 
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出典：東京都資料 
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出典：東京都資料 
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「振動への影響」 

 

出典：東京都資料 
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出典：東京都資料 
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「西武新宿線の立体化」 

 

 
出典：東京都資料 
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「『外環の２』の周辺地域のまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「練馬区都市計画マスタープラン 全体構想」（平成 13年 3月 練馬区） 



 32

 

 

 

出典：「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」（平成 20年 3月 練馬区） 


